
 

2025年度活動概要    ELF研究会 

 

2025年度も前年度に引き続き、学会の共催および SIG会員の積極的な学会参加を通じて、

研究会のテーマである「ELF in business and academic settings; ELF and Pedagogy; Identity, 

culture, language attitude and ELF; ELF and multilingualism/translingualism; ELF and language 

policy」についての意見交換・理解の深化、及び情報発信に取り組みました。 

 

• 2026年 1月 24日・25日には、広島大学にて日本「アジア英語」学会第 56回全国

大会および JACET English Medium Instruction（EMI）SIGとの共同大会を開催し

ました。本大会は、日本「アジア英語」学会と JACET EMI SIG との共催であり、

両団体の会員同士の活発な交流に寄与する機会となりました。1日目には、ELF SIG

代表および EMI SIG 代表によるシンポジウム「Experiencing Diversity in EMI: 

Awareness of English varieties」が開催され、現役大学生および留学生を招い

て、EMIに関する経験や意見を共有する場となりました。2日目の ELF-SIG Paper 

Presentations では、SIG 会員による「ELF/translingual practice and movie 

dubbing」に関する研究発表が行われました。さらに、ELF-SIG Workshop では、

理論言語学および音声学の若手研究者を招き、英語教育をめぐる議論を行いまし

た。専門分野を横断した活発で多様な意見交換がなされ、本年度も日本「アジア

英語」学会との相互的な発展に寄与する機会となりました。 

 

上記のほか、SIG会員は以下のイベントにおいて運営、発表、積極的な参加を行うととも

に、新刊書籍を通して研究会テーマの発信に努めました。 

イベント： 

• 日本「アジア英語」学会 第 55回全国大会 ＆ JACET 言語政策 SIG 共同大会 

JAFAE55 & JACET LP-SIG Joint Conference 

日時・場所：2025年 6月 14日-15日・神田外語大学及び Zoom 

Plenary speaker: Dr. Alessia Cogo (King’s College London) 

• The 25th Conference of the International Association for World Englishes 

日時・場所：2025年 7月 25日-27日・Giessen University 

• CELFフォーラム「ELTにおける世界英語、ELF、異文化市民性」 

日時・場所：2026年 1月 10日・玉川大学 

Plenary speaker: Dr. Peter DeCosta (Michigan State University) 

著書： 

• Ishikawa, T., McBride, P., Suzuki, A. (Eds.) (2025) Developing ELF 

Programmes for Language Teaching Innovation, Resistance, and Applications. 

De Gruyter Morton. 

• Jenkins, J., & Panero, M. (2026) グローバルな英語たち（野上陽子監訳）.



関西学院大学出版. 

 

イベントはいずれも盛況で、参加者から高い評価を得ました。今後も継続的な実施を目指

すとともに、来年度以降も本研究テーマのさらなる追究を行っていく予定です。国内にお

ける活動を継続しつつ、国際学会への積極的な参加も引き続き促進していきたいと考えて

います。 

SIG活動の詳細（https://jacetelf.wordpress.com/） 

 

https://jacetelf.wordpress.com/

